
国

〔
注

意〕

4. 3. 2. 1.

語
（
国
語
総
合）

平
成
二
十
九
年
度
入
学
者
選
抜
学
力
検
査
問
題

九
時

l
十
時
三
十
分

（
本
文

12
ペ
ー
ジ）

農
業
経
済
学
科
を
志
願
し、

国
語
を
選
択
し
た
者

た
者

教
育
系、

教
科
文
系）
を
志
願
し、

国
語
を
選
択
し

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程（
学
校
教
育•
特
別
支
援

地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
志
願
者

選
択
し
た
者

教
育
学
部
志
願
者

農
学
部
志
願
者

検
査
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で、
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
て
は
い
け
な
い。

「
受
験
番
号」
は、

解
答
用
紙
の
受
験
番
号
欄
に
忘
れ
ず
に
記
入
す
る
こ
と。

こ
の
冊
子
に
は、
三
問
題
あ
る。
落
丁‘
乱
丁、

印
刷
不
鮮
明
の
箇
所
が
あ
っ
た
場
合
は、
申

し
出
る
こ
と。

解
答
は、
必
ず
解
答
用
紙
の
所
定
の
解
答
欄
に
記
入
す
る
こ
と。
所
定
の
欄
以
外
に
記
入
し
た

も
の
は
無
効
で
あ
る。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学
科
を
志
願
し、

国
語
を

◇ M5 (154-50)



第
1
問

次
の
文
章
を
読
ん
で、

後
の
問
い
に
答
え
よ。

ー ◇ M5 (154一 51)

nyusi
ノート注釈
nyusi : Completed

テキストボックス















(この部分は，著作権の都合上，公開できません。)



2 ◇ M5 (154-52)

テキストボックス













(この部分は，著作権の都合上，公開できません。)



（
今
井
む
つ
み『
学
び
と
は
何
か

I〈
探
究
人〉
に
な
る
た
め
に』。

な
お
設
問
の
都
合
で
原
文
を一
部
省
略・
改
変
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る。）

3
 

◇ M5 (154一53)

テキストボックス
　














(この部分は，著作権の都合上，公開できません。)



問
7

問
6

問
5

問
4

に
し
て、

具
体
的
に
説
明
せ
よ。

問
2

傍
線
部
①
ー
④
の
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
で、

漢
字
は
そ
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で、

傍
線
部
⑤
「
一

挙
手
一

投
足」
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
し、

語
義
を
記
せ。

使
っ
て
答
え
よ。

傍
線
部
④
「
海
外
の
前
衛
的
な
映
画
を
見
る
と、

傍
線
部
◎
「
学
習
が
で
き
な
い、

そ
れ
ぞ
れ
記
せ。

「
お
葬
式」
の
例
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
何
に
当
た
る
か。

本
文
中
の
言
葉
を

ス
ト
ー
リ
ー
を
追
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
時
々
あ
る」
と
あ
る
が‘

と
い
う
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
う」
と
あ
る
が、

そ
れ
は
な
ぜ
か。

傍
線
部
®
「
記
憶
は、

主
観
的
に
つ
く
り
だ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る」
と
は、

ど
う
い
う
こ
と
か。

わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ。

そ
れ
は
な
ぜ
か。

傍
線
部
®
「
ス
キ
ー
マ
に
よ
っ
て、

実
際
に
は
見
な
か
っ
た
も
の
を
見
た
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
り、

記
憶
が
ゆ
が
め
ら
れ
て、

実
際
の
も
の
と

違
っ
た
形
で
思
い
出
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
頻
繁
に
起
こ
る」
と
あ
る
が、

そ
れ
は
な
ぜ
か。
「
大
学
の
先
生
の
研
究
室
へ
の
訪
問」
を
例

明
せ
よ。

本
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ。

問
3

傍
線
部
⑦
「
行
間
を
補
う
た
め
に
使
う
常
識
的
な
知
識」
と
あ
る
が‘

問
l

4
 

「
ス
キ
ー
マ」
と
い
う
語
を
使
っ
て
簡
潔
に
説

一
◇ M5 (154-54) 



『
月
島
物
語』
(-
九
九
二
年
刊）
と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
集
の
巻
末
に
近
い
一
節
で
あ
る。

読
ん
で、

後
の
問
い
に
答
え
よ。

第
2

問

次
の
文
章
は、

◇ M5 (154-55)

テキストボックス















(この部分は，著作権の都合上，公開できません。)
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◇ M5 (154-56)

︵
こ
の
部
分
は
︐
著
作
権
の
都
合
上
︐
公
開
で
き
ま
せ
ん
︒
︶

テキストボックス















(この部分は，著作権の都合上，公開できません。)
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テキストボックス















(この部分は，著作権の都合上，公開できません。)



問
2

問
1

傍
線
部
①
i
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漠
字
で
記
せ。

注
6

注
5

注
4
注
3

注
2

注
l

一

八
九
二
年、

月
島
一

号
地
（
現
在
の
東
京
都
中
央
区
月
島
一

丁
目
S
月
島
四
丁
目）
が
完
成
し、

富
国
強
兵

政
策
に
よ
っ
て
重
工
業
地
帯
と
し
て
発
展
し
た。

く
こ
た
ち

国
立
11

東
京
都
多
摩
地
域
の
市
町
村。
一

九
二
七
年、
一

橋
大
学
を
中
心
と
す
る
学
園
都
市
構
想
に
基
づ
き、

国
分
寺
駅
と
立
川
駅
の
間

に
国
立
駅
が
開
設
さ
れ
た。

つ
く
だ
じ
ま

佃

島
の
住
吉
神
社
11

東
京
都
中
央
区
佃
に
あ
る
神
社。

住
吉
三
神
・

神
功
皇
后
•

徳
川
家
康
を
祭
神
と
す
る。

永
井
荷
風
II
一

八
七
九
年
生
ー
一

九
五
九
年
没。

日
本
の
小
説
家。

ゾ
ラ
イ
ズ
ム
を
提
唱。

欧
米
留
学
か
ら
帰
国
後
は、

江
戸
の
都
市
文

た
ん

び

化
を
尊
ぶ
耽
美
享
楽
の
作
風
に
転
じ
た。

ブ
レ
ヒ
ト
11

ベ
ル
ト
ル
ト
・

ブ
レ
ヒ
ト
(
-

八
五
八
年
生
s
一

九
五
六
年
没）
。

ド
イ
ツ
の
劇
作
家、

詩
人、

演
出
家。

代
表
作
に
『
三
文

オ
ペ
ラ』
『
ガ
リ
レ
イ
の
生
涯』
な
ど。

第
二
次
世
界
大
戦
中
は
ナ
チ
ス
を
逃
れ
て
亡
命
生
活
を
送
り、

戦
後
は
東
ド
イ
ツ
に
戻
っ
て
劇
団
を

設
立
し、

世
界
の
演
劇
界
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た。

ポ
ン
ペ
イ
11

イ
タ
リ
ア
・

ナ
ポ
リ
近
郊
に
あ
っ
た
古
代
都
市。

西
暦
七
九
年
の
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
全
滅
し
た。

傍
線
部
⑦
「
働
い
て
い
た」
と
あ
る
が、

何
が
何
に
「
働
い
て
い
た」
の
か、

わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ。

月
島
11

東
京
湾
の
埋
立
地。

よ

も

た

い
ぬ
ひ
こ

（
四
方
田
犬
彦
『
月
島
物
語』
に
よ
る）

8 ◇ M5 (154-58)

︵
こ
の
部
分
は
︐
著
作
権
の
都
合
上
︐
公
開
で
き
ま
せ
ん
︒
︶

nyusi
長方形












